
（管理規則第３条実施要領 別紙様式）

２０１０年度（平成２２年度）学校評価自己評価表 No.1

最終更新日 2011 年（平成２３年） ３月 ３日 校番 ２１ 福山市立 駅家中 学校

１ 学校教育目標

自主的に生活を切り開き，主体的に学習し，仲間と共にのびていく生徒の育成

２ 経営理念

（１）地域社会における自校の使命（ミッション）

絆を大切にし｢豊かな心｣｢確かな学力｣｢生活力｣をつけ郷土を愛し

２１世紀を担う人材を育成する駅家中学校

（２）使命の追求を通じて実現しようとする自校の将来像（ビジョン）

「駅家中学校で学んでよかった」と評価される教育を提供する学校

１ 人間力の育成

・学力の向上・・・・基礎基本の定着をめざし，努力を継続する生徒の育成

・豊かな心の育成・・思いやりを身につけ実践する生徒の育成

・健康な体の育成・・自ら健康に関して考え・判断・行動する生徒の育成

｢人間力の育成｣に向け，【生徒行動目標】として，次の６点の具現化に努める。

①真剣に授業をうけよう ②友達を大切にしよう ③部活動にすすんで参加しよう

④あいさつができる生徒になろう ⑤みんなの手で美しい学校をつくろう

⑥ルールが守れる生徒になろう

２ 学校力の強化

・教師の授業力を高め，優れた教育を提供する

・組織人としての力量を高める

３ 自校の現状分析

生徒アンケートより(Ｈ２１年３月→Ｈ２２年３月)

・学校，学級は温かい雰囲気で安心して学べる場である。…７８％→８４％

・授業中，先生の話や友達の発表を聴いている。…８４％→８８％

・部活動に積極的に参加している。…７３％→７５％

・駅家中学校はあいさつができる学校である。…７６％→８４％

など，一年間の実践により，肯定的評価が前年度と比較し２～８ポイント上昇している。また｢駅

家中学校はきまりの守れる学校である｣の肯定的回答も昨年度を９ポイント上回ることができ,一

定の成果を得ることができた。しかし，自分の姿を甘く捉えたり,当たり前のことが当たり前にで

きない生徒，行動に移せない生徒が依然と多い現状がある。さらに，基礎学力の向上に深く関係

する家庭学習習慣の定着も，７０％程度で微増に止まっている。また不登校生徒についても増加

の傾向にあるので,今後も継続したきめ細かい取組みが必要である。

４ 研究主題

（１）研究主題

生きる力の育成

～キャリア発達に関わる能力の育成と基礎・基本の定着をめざして～

（２）研究指定

指 定 事 業 名 等 期 間

市

市

福山市教育支援事業（総合的な学習の時間）

少人数指導推進支援事業（数学）

Ｈ２２～Ｈ２４，３年間

１年間

５ 今年度の重点目標と設定理由

重 点 目 標 設 定 理 由

① 基礎基本の定着

・授業改善を通して「話を聴く力

（姿勢）」をつける

・家庭学習習慣を定着させる。

② 生徒行動目標の具現化

特に本年度は｢あいさつ｣｢ルール

(時間)を守る｣「環境美化」の徹

底を図る。

・全体的に落ち着いた雰囲気の中で,学校生活を送ってい

る。しかしそれが学力の定着に結びついていない実態が

ある。意欲的に集中して学習する力を着けていないこと

や,家庭学習習慣の定着が不十分であることが要因であ

る。本年度も引続き取り組み,定着を図っていきたい。

・『生徒行動目標』の中から,昨年度は「あいさつ」と「ル

ール(時間)を守る」の２点に焦点化したことで,一定の成

果を得ることができた。本年度はこれに「美しい学校を

つくる」を加え,規律３要素の徹底を図り,心を育てると

ともに「生きる力」を育成していく。

６ 評価基準

評価・指標評価 基 準

Ａ・ａ １００％以上の達成度 十分に目標を達成できた

Ｂ・ｂ ８０％以上１００％未満の達成度 概ね目標を達成できた

Ｃ・ｃ ６０％以上８０％未満の達成度 ある程度目標を達成できた

Ｄ・ｄ ４０％以上６０％未満の達成度 あまり目標を達成できなかった

Ｅ・ｅ ４０％未満の達成度 目標を達成できなかった

・ 自己評価（中間）の基準は，１０月２０日までの計画に対する達成状況とする。
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最終更新日 ２０１１年（平成２３年） ３月 ３日 ２０１０年度（平成２２年度） 校番 ２１ 福山市立 駅家中 学校 No.（ ２ ）

７ 目標・評価項目・指標等の設定と評価

市重点
目 標

年
目

中期経営目標
重
点

分類 短期経営目標
（最終）

評価
評価項目・指標等

（△成果 ▽取組み ◇成果と取組み に着目）

(最終)
指標
評価

□ 評価項目・指標等 ○ 短期（中期）経営目標 の達成状況
◎ 改善方策

確
か
な
学
力

１

主体的に学ぶ生

徒の育成を通し

て基礎・基本の学

力定着を図る

・学習規律の徹底

と学習意欲の

向上

・家庭学習習慣の

定着

★ 新規

集中して学習する力を

着ける取組みから,「駅

中は真剣に授業ができ

る」と答える生徒を

７５％以上にする。

Ｂ

▽教材・発問の工夫や,辞書の活用等を通して生徒

の能力や意欲を高める授業づくりを推進する。

(教職員アンケートにおいて，「教材の工夫」及

び「発問の工夫」に対する平均の肯定的回答を

９０％以上にする)

ｂ

□ 教材・発問の工夫についての１月末教職員アンケート結果

は，教材の工夫・発問ともに100％の肯定的回答であった。し

かし，辞書の活用については 50％と中間評価を９ポイント上

回るにとどまった。

また，「聴く(姿勢)にこだわった授業実践」についての肯定的

回答は９３％であり，教員の意識向上は進んだと考える。

□ 「学習のルールを守る」に関して，２学期末の生徒アンケー

トにおける，各項目の肯定的回答は，『チャイム着席』…93％，

『授業始め終わりのあいさつ』…76％，『忘れ物をしない』…89％，

『話や発表を聴く』…85％，『私語をしない』…78％であり，平

均肯定的回答は８４％であった。

○ ２学期末の生徒アンケートでは「駅中は真剣に授業ができ

る」についての肯定的回答は７４％と，中間評価に続いて目標を

１ポイント下回った。

◎ 各評価項目・指標に関しては，多くの項目が目標を上回って

いる。しかし，「意欲を高める授業づくり」における辞書の活

用や，「学習のルールを守る」における『あいさつ』や『私語』

など，教職員・生徒ともに目標を下回っている項目があり，そ

れが，短期経営目標に１ポイント届かなかった原因と考えられ

る。

特に『授業始め終わりのあいさつ』については，教員の指導

でも肯定的評価は 73％と低い。あいさつは学習意欲とも深く

つながっている面もあり，次年度は，辞書の活用などの授業改

善とともに，授業でのあいさつの徹底に取り組んでいく。

◇全教職員で｢聴く(姿勢)｣にこだわった授業実践

(実践率９０％)をすすめ，｢学習のルールを守る｣

ことを徹底する。(学習のルール…『チャイム着

席』『授業始め終わりのあいさつ(語先後礼)』『忘

れ物をしない』『話や発表を聴く』『私語をし

ない』について生徒アンケートでの平均肯定的

回答を８０％以上にする)

ａ
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★ 新規

家庭学習を１日１時間

以上する生徒を７０％

以上にする

Ａ

◇家庭学習についての指導を徹底し,「漢字帳(国)」

「数学プリント」及び「単語帳(英)」の提出率を

７５％以上にする。

ａ

□ 10 月(中間評価)と1 月の提出率の状況は次の通りである。

特に課題のあった２年生に重点的に取組むことで，１月の全

学年の平均提出率は９０％と，目標を１５ポイント上回った。

また，２学期末生徒アンケートでも，各教科それぞれについ

て「提出しているか」に対する肯定的評価の全学年平均は，

漢字帳…８６%，数学プリント…８８％，単語帳…８５％

で，生徒アンケートでも目標を１０ポイント以上，上回った。

○ ２学期末の生徒アンケートで「家庭学習は毎日１時間以上し

ている」の肯定的回答は７５％であった。

◎ 短期目標，評価項目・指標等とも目標を達成している。課題

のあった２年生も提出率の掲示や家庭との連携などにより，提

出率は大きく向上した。しかし，まだ多くの生徒が主体的に家

庭学習に取り組んでいるとは言えない状況にある。次年度は，

日々の授業との関連を深めるなど，学習内容の見直しを進め，

意欲を持って家庭学習するよう，内容の充実を図っていく。

漢字帳(国) 数学プリント 単語帳(英)

１年生
10 月 100％ 95％ 95％

１月 100％ 99％ 98％

２年生
10 月 62％ 69％ 63％

１月 95％ 94％ 94％

３年生
10 月 69％ 87％ 79％

１月 63％ 89％ 75％

豊
か
な
心

１

生徒の自主性や

心を育成する教

育の充実

★ 新規

生徒行動目標(本年度は

｢あいさつ｣｢ルール(時

間)を守る｣「環境美化」

の３項目を重点)の具現

化を図り，３項目を意識

して行動できる生徒を

８０％以上にする。

Ｂ

▽「気づく・動く・ひろげる(つなぐ)」を教職員の

行動目標として，｢日常的に『生徒行動目標』を

指導に活用した｣と回答する教職員を９０％以

上にする。

ａ

□ １月末の教職員アンケートで，「生徒行動目標(挨拶・ルール・

美化)を意識して指導している」の肯定的回答は１００％で，全

教職員が，日常的に指導に活用している。

□ 生徒行動目標の本年度重点の３項目について，２学期末の生

徒アンケートでは，「駅中は挨拶ができる」…90％，「駅中はき

まりが守れる」…69％，「駅中はゴミが無くきれい」…59％で

あり，３項目の平均肯定回答は７３％で，中間評価を１ポイン

ト下回ったものの，目標は３ポイント上回った。

○ ２学期末生徒アンケートにおいて，「生徒行動目標を意識し

て行動している」の肯定的回答は７４％であり，３項目に限定

したものではないが，目標を６ポイント下回った。

◎ 教職員の意識は高まっているものの，「ルール(時間)を守る」

と「環境美化」については課題が残った。しかし，保護者アン

ケートでは，「時間を守る」…100%，「環境美化」…94%の肯

定的評価があった。次年度も委員会や生徒会活動の充実など現

在の取組みを継続し，生徒の意識向上を図っていく。

△「駅中はあいさつができる」「駅中はきまりが守

れる」「駅中はゴミがなくきれい」の３項目につ

いて，生徒の平均肯定回答を７０％以上にする。

ａ
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新規

自己の能力や心を育て

る教育を推進し「駅家中

は誇りが持てる」と答え

る生徒を８０％以上に

する

Ｂ

◇道徳教育やＨＲ活動の中で，感性を高める教材

や話題,１分間スピーチ等の活用を通し，｢学級が

温かい雰囲気でお互いが安心して学べる場だ｣

と感じる生徒を８０％以上にする。

ａ

□ １月末の教職員アンケートでは，教科授業・道徳・ＨＲで思

考の深化を図ったり，自尊感情や感性を高める評価や教材・話

題などの活用，また，1 分間スピーチの活用などについての肯

定的回答は89％～100％であった。特に中間評価時点で課題と

した「集団の質を高めるＨＲ」や「ＨＲの中で生徒が自らを振

り返る活動を仕組む」の２項目に関しても，75％から 89%へ

と14 ポイント上げることができた。

□ ２学期末生徒アンケートでは，「学級が温かい雰囲気でお互

いが安心して学べる場である」の肯定的回答は８２％で，中間

評価時点より３ポイント上がるとともに，目標を２ポイント上

回った。また，12 月時点での教員集計による生活メモの提出

率の全体平均は８３％で，目標を１３ポイント上回った。

□ 生徒アンケート「将来の夢や目標を持っているか」の質問に

対し，３年生…87％(「保育体験」「高校訪問」後)，２年生…79％

(「職場体験」後)，１年生…82%(「福祉体験」後)が肯定的回答

であった。全学年の平均は８３％と目標を１３ポイント上回っ

た。

○ ２学期末の生徒アンケートでは，「駅家中学校は誇りの持て

る学校である」に対する肯定的回答は７６％であり，目標を４

ポイント下回った。

◎ 生徒・教職員ともに，全体的には「誇りある駅家中学校にし

よう」という風土は育っている。また課題であった「質の高い

集団づくり」や「自らを振り返る活動」などを意識的に仕組ん

だＨＲ経営も進み始めた。しかし，「キャリア発達に関わる能

力の育成」に関し，生徒アンケートで「自分の良さが周りから

認められている」に対する肯定的評価は63%であった。自己肯

定感を十分に育てていないことが，短期経営目標が達成できな

かった一要因とも考えられる。特に２年生に課題があるので，

次年度，道徳の充実や朝会・集会や部活動などを活用し，心を

育てる教育を推進していく。

◇日常的に「心に響く言葉かけ」や「自分を振り

返ることの大切さ」を指導し，生活メモ（５行

以上記入）の提出率を７０％以上にする。

ａ

△キャリア発達育成プログラムを実践し「将来の

夢や目標を持っている」と肯定的に答える生徒

を７０％以上にする。

ａ

継続

不登校生徒の未然防止

を推進し，不登校生徒を

全国平均より２５％以

上減少させる。

Ａ

▽月１回校内委員会を開催し，情報交換，協議を

行い実践に活かす。

ａ

□ 校内委員会は月に1 回実施している。

○ 昨年度の不登校生徒全国平均は2.77％である。本校の１月ま

での不登校生徒の割合は1.75％で，全国平均より４６％の減で

ある。

◎ 校内委員会について開催は出来ている。また情報交換に終わ

りがちであったが，支援の記録ノートの作成など，協議・実践

も進み始めた。しかし毎年，不登校生徒が増加している実態も

ある。個々の生徒についての実態把握や取組みの方向性をしっ

かり協議し記録化し，組織的な対応を進めていく。
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健
や
か
な
体

２

新体力テストの

全項目で，全国

平均を上回る。

継続
体力向上のための学

習内容の工夫を図る。
Ａ

▽体育授業の９０％以上の時間に，体力向上を図

るための，学習内容を取り入れる。

ａ

□ 「上体起こし」などの補強運動を毎時間，授業開始時に行っ

ている。

○ ほぼ毎時間に補強運動を取り入れることができた。新体力テ

スト(一部種目)を12 月に行う予定であったが，実施できなかっ

た。

◎ 今年度の新体力テストの結果は，男女各８種目中，男子は６

項目，女子は４項目が全国平均を上回っている。中期経営目標

の達成率は62.5%である。今後も継続して取り組んでいく。

継続

部活動の活性化を図り

「駅中は部活動が盛ん

である」と答える生徒

を９０％以上にする。

Ａ

△「部活動に積極的に参加した」と答える生徒を

７５％以上にする。

ａ

□ ２学期末の生徒アンケートでは，７７％が「部活動に積極的

に参加している」に肯定的回答であった。

○ また，「駅中は部活動が盛んである」の肯定的回答は９４％

と目標を達成している。

◎ 部活動には全体的によく参加している。部として目標を明確

にしたり，個人の課題や技能習得をめざし，意欲的に活動して

いる。継続して取り組んでいく。

力
量
あ
る

教
職
員

２

校内研修を充実

し，教員の教科

指導力を向上

する。

継続

月に1 回以上，校内研

修会を実施するととも

に，研修内容の充実を

図る。

Ｂ

◇研修会や研究会での研修内容をＡ４一枚にまと

め報告・学習し，日常の実践に活かす。
ｄ

□ 校外での研修・研究内容をＡ４一枚にまとめ報告できた教職

員は５０％であった。

□ 「聴く」「ことばの教育」を視点とした校内研修会は，１学

期３回，夏季休業中１回，２学期に２回と計６回行っている。

さらに３学期にも１回実施予定である。

○ 「聴く」「ことばの教育」などに視点を当てた授業改善に関

わる６回の研修に加え，不祥事を中心に服務に係る研修や生徒

の心のケアに関わる研修など，１月末までに校内研修会を１２

回実施した。

また，不祥事に関する研修に講師を招聘したり，授業改善に

関わる研修ではワークショップ型を仕組むなど，研修内容の充

実も図っている。

◎ 研修報告については，教務主任からの指導を強化したが，な

かなか徹底できなかった。しかし，１月の校内研修において生

徒指導主事(不祥事防止委員会)から出された，アンガーマネジ

メントは，生徒への指導に効果を発揮している。次年度に向け

ては，各主任からの研修報告を確実に行わせ，全教職員へと広

げていく。

また，校内研修については引続き，教務主任・研究主任をは

じめ，各主任を核とした研修を実施していく。

▽「聴く」「ことばの教育」を視点にした校内研

修会を５回以上実施する。

ａ



（管理規則第３条実施要領 別紙様式）

市
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
学
校

１

校長を中心とし

た組織的な学校

運営

★ 新規

「チーム駅家」という

意識（目標７０％）を

高め，学年や分掌を

組織的に機能させる。

Ｂ

▽毎週１回の校務会や月１回の企画会での進捗度

のチェックや状況交流の内容を充実し,各主任・

主事を中心として教職員が自らの役割を果たす

分掌・学年を構築する。

（教職員アンケートにおいて，所属する分掌・

学年で，「自分の役割を認識している」及び「自

分の役割を果たしている」の平均肯定的回答を

９０％以上にする）
ｂ

□ 毎週の校務会や毎月の企画会は，出張など特に事情の無い限

り，確実に実施してきた。また，その中で実践の進捗度や状況

交流もできている。しかし１月末の教職員アンケートで，役割

の認識や役割を果たすことに関する平均肯定的回答は８８％

で，目標を２ポイント下回った。

○ １月末の教職員アンケートにおける「『チーム駅家』の意識

をもって，生徒に接したり，校務を行っている」に対する肯定

的評価は１００%であった。チームとしての意識が高まり，日

常的に主任を中心に組織的な動きが構築されてきていると考

えている。

◎ 次年度も継続して校務会・企画会の充実を図り，主任・主事

の力量や指導力を向上させ，各学年・分掌を機能させていく。

継続

学校からの情報発信を

推進し，「学校の活動が

良く分かる」と答える保

護者を７０％以上にす

る。

Ａ

▽学年便りを各学年年間８回以上,学校便りを年間

７回以上発行する。

▽５月から毎月１回以上ＨＰを更新する。

ａ

□ 各学年の学年便りは１月末までに，１年生…１２回，２年生…

１６回，３年生…１３回，発行している。また，学校としての発

行は，生徒行動目標の本年度新規重点である「環境美化」に関す

る「駅中短信」など１１回であり，目標を達成している。

□ ＨＰについては，５月から確実に１回以上更新できている。特

に本年度は教頭の指導により，内容の充実も図られている。

○ 12 月に行った，保護者からの聞き取り調査の結果は，７５％

が肯定的評価であった。しかし，調査対象がＰＴＡ役員を始め，

来校される頻度の多い保護者が中心であったため，高い結果とな

ったことも予想される。現在，全保護者を対象にアンケート調査

を実施している。３月中旬には集計結果が出るので，ＨＰにアッ

プする。

◎ 次年度も継続して取り組んでいく。


